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カテゴリー:お知らせ 

 

令和４年度埼玉県指定文化財の新規指定等について 
 

 埼玉県教育委員会は、埼玉県文化財保護審議会（会長：菊池健策）の答申を受けて、

３月１０日開催の教育委員会において、県指定有形文化財の新規指定５件、追加指定

及び指定名称変更１件について審議しこれを決定しました。 

 ３月１７日（金曜日）の県報告示により、正式に指定、追加指定及び指定名称変更

となります。これにより、県指定文化財のうち、有形文化財は３４４件、県指定等文

化財の件数は合計７３２件となる予定です。 

 

● 令和４年度埼玉県新規指定等文化財 

１ 新規指定を行う予定の物件 

種 別 種 類 名 称 員数 所在地 
所有者 

（管理者） 

有 形 

文化財 
彫 刻 

（もくぞうひてんぞう） 

木造飛天像 
１躯 

秩父市中町

25 番 12 号 

札所十四番 

護 持 会 

有 形 

文化財 
彫 刻 

（もくぞうしゃかにょらいざぞう） 

木造釈迦如来坐像 
１躯 

美里町大字

甘粕 394 番

地 

宗教法人 

多 宝 寺 

有 形 

文化財 

考 古

資 料 

（まえはらいせきたまつくりこうぼうかんけいいぶつ） 

前原遺跡玉作工房関係遺物 
55 点 

熊谷市船木

台４丁目４

番地 1 

埼玉県 

有 形 

文化財 

考 古

資 料 

（そりまちいせきたまつくりこうぼうかんけいいぶつ） 

反町遺跡玉作工房関係遺物 
172 点 

熊谷市船木

台４丁目４

番地 1 

埼玉県 

有 形 

文化財 

考 古

資 料 

（そりまちいせきたまつくりこうぼうかんけいいぶつ） 

反町遺跡玉作工房関係遺物 
１点 

東松山市大

字 下 野 本

528 番地１ 

東松山市 

（東松山市教育

委員会） 
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２ 県指定文化財に追加指定し、指定名称を変更するもの 

（現在の指定名称等） 

種 別 種 類 名 称 員数 所在地 所有者 

有 形 

文化財 
建造物 

（みつみねじんじゃほんでん） 

 三峯神社本殿  

 （つけたり むなふだいちまいほぞ（ぼくしょ）いっぽん） 

   付 棟札一枚枘（墨書）一本 

 

１棟 
秩 父 市 三 峰

298 番地１ 

宗教法人 

三峯神社 

 

（追加指定・変更後の指定名称等） 

種 別 種 類 名 称 員数 所在地 所有者 

有 形 

文化財 
建造物 

（みつみねじんじゃ） 

 三峯神社 

  （ほんでん） 

  本殿  

 （つけたり むなふだいちまいほぞ（ぼくしょ）いっぽん） 

   付 棟札一枚枘（墨書）一本 

  （はいでん） 

  拝殿 

  （ずいしんもん） 

  随身門 

  （くにとこだちじんじゃ） 

  国常立神社 

  （やまとたけるじんじゃ） 

  日本武神社 

  （ちょうずしゃ） 

  手水舎 

  （ちちぶのみやだいりんきねんかん） 

  秩父宮台臨記念館 

 

7 棟 
秩 父 市 三 峰

298 番地１ 

宗教法人 

三峯神社 

 

３ その他 

１）別紙：各文化財の概要 

 



埼玉県 

＜報道発表資料＞ 

3/7 

１ 新たに埼玉県指定文化財に指定するもの 

(１) 木造飛天像
もくぞうひてんぞう

（有形文化財・彫刻）           秩父市 

・秩父札所１４番、臨済宗南禅寺派の今宮坊
いまみやぼう

に伝来した木

造飛天像は、像高 29.3 ㎝、広葉樹の一
いち

木 造
ぼくづくり

で漆箔
しっぱく

（漆

で金箔を貼る）の仏像である。 

・福島県河沼郡湯川村の勝常寺
しょうじょうじ

に所在する木造薬師如来

坐像（国宝）光背の飛天像と酷似し、本来は同像と一具

のものであった可能性が高い。 

・伝来については不詳であるが、少なくとも 18 世紀後半か

らは今宮坊にて巡礼者の信仰対象となっていたことが明

らかである。 

・本像は、類例の少ない平安時代初期に遡る飛天像として貴重であると共に、秩父

地方における近世の信仰史を知る上で重要な意義のあるものでもある。 

 

 

（２） 木造
もくぞう

釈迦
し ゃ か

如来
にょらい

坐像
ざ ぞ う

（有形文化財・彫刻）    児玉郡美里町 

・真言宗智山派に属する多宝寺
た ほ う じ

の境内に建つ釈迦堂の本尊

である木造釈迦如来坐像は、像高112.2㎝、針葉樹の寄木造
よせぎづくり

で肉身漆箔
しっぱく

、着衣彩色。玉 眼 嵌 入
ぎょくがんかんにゅう

（水晶はめ込み）の仏

像である。前後左右を四材矧
は

ぎとし、像内を内刳りの上、

割
わり

矧
は

ぐ。 

・重量感のある肉体表現、写実的な衣文
え も ん

表現など、１２世紀

末に運慶によって造られた静岡県伊豆の国市に所在する

願
がん

成就院
じょうじゅいん

の阿弥陀如来像（国宝）に近似した作風を示す。 

・本像は、関東地方における運慶及びその周辺の仏師の活動を考える上で貴重な作

例であり、この時代の遺品のうち製作優秀で文化史上貴重である。 

別紙 
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(３) 前原
まえはら

遺跡
い せ き

玉 作
たまつくり

工房
こうぼう

関係
かんけい

遺物
い ぶ つ

（有形文化財・考古資料）  熊谷市 

・桶川市に所在する前原遺跡は、縄文時代から

近世に至る遺跡で、平成１８年度に財団法人埼

玉県埋蔵文化財調査事業団（現在は公益財団法

人）によって発掘調査された。 

・同遺跡の第２号住居跡は古墳時代前期のも

ので、小穴や間仕切り溝など、玉作に関連する

ものとみられる施設が備えられており、玉製作

工程が復元できる製作途上の未製品や工作具

としての砥石、敲石などの出土から、玉作工房

跡であると考えられている。 

・玉作関係遺物は、同住居跡出土の勾玉未製品

２５点、管玉未製品１０点、剥片１５点、勾玉

１点、砥石４点からなる。 

・なかでも水晶を素材とした勾玉未製品や緑色凝灰岩を素材とした管玉未製品は、

荒割工程、形割工程、調整工程、研磨・穿孔工程といった玉製作工程を具体的に示

す資料群となっている。 

・特に水晶を素材とした勾玉の製作工房の例は東松山市の反町遺跡とともに全国的

に希少である。 

・玉作工房とみられる住居跡から出土した一括資料は、玉製作工程を具体的に示す

資料群であり、古墳時代前期における玉類の生産を考える上で極めて重要である。

第２号住居跡 

勾玉未製品（水晶・メノウ） 
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(４) 反町
そりまち

遺跡
い せ き

玉 作
たまつくり

工房
こうぼう

関係
かんけい

遺物
い ぶ つ

（有形文化財・考古資料）  熊谷市 

・東松山市の反町遺跡第４８号住居跡は、平

成１８年度に財団法人埼玉県埋蔵文化財調査

事業団（現在は公益財団法人）によって発掘

調査され、古墳時代前期の集落跡が発見され

た。 

・同遺跡の第４８号住居跡は古墳時代前期の

もので、小穴や間仕切り溝など、玉作に関連

するものとみられる施設が備えられており、

玉製作工程が復元できる製作途上の未製品や

工作具としての鉄針、砥石などの出土から、

玉作工房跡であると考えられている。 

・玉作関係遺物は、同住居跡出土の勾玉未製

品１２点、管玉未製品１０６点、剥片４４点、石製品２点、鉄針６点、同住居跡と

第５６号住居跡が重複する部分から出土した砥石２点からなる。 

・なかでも水晶を素材とした勾玉未製品や緑色凝灰岩を素材とした管玉未製品は、

荒割工程、形割工程、調整工程、研磨・穿孔工程といった玉製作工程を具体的に示

す資料群となっている。 

・特に水晶を素材とした勾玉の製作工房の例は桶川市の前原遺跡とともに全国的に

希少である。 

・玉作工房跡とみられる住居跡から出土した一括資料は、古墳時代前期における玉

類の生産を考える上で極めて重要である。

第 48 号住居跡 

管玉未製品（緑色凝灰岩） 
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(５) 反町
そりまち

遺跡
い せ き

玉 作
たまつくり

工房
こうぼう

関係
かんけい

遺物
い ぶ つ

（有形文化財・考古資料） 東松山市 

・東松山市の反町遺跡第４８号住居跡は、玉製

作工程を具体的に示す一括資料が出土してい

ることなどから、玉作工房跡であると考えられ

ている。 

・同遺跡では、第４８号住居跡以外からも玉作

に関連するとみられる遺物が出土しており、平

成２０年度に調査された同遺跡第２０６号住

居跡からは、ガラス小玉鋳型１点が出土してい

る。 

・この資料は、同遺跡が石材による玉生産を中

心としながらも、ガラス玉類の製作も行ってい

たことを示す貴重な資料である。 

・古墳時代前期におけるガラス小玉鋳型の出

土例は少なく、当該期の玉類の生産を考える上で極めて重要なものとして、同遺跡第

４８号住居跡出土の玉作工房関係遺物とともに一体のものとして高く評価できるも

のである。

第 206 号住居跡 

ガラス小玉鋳型 
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２ 県指定文化財に追加指定し、指定名称を変更するもの 

（１）三峯神社 本殿 付 棟札一枚 枘（墨書）一本 拝殿 随身門 

  国常立神社 日本武神社 手水舎 秩父宮台臨記念館 

（有形文化財・建造物）秩父市 

・三峯神社境内には、江戸時代以降に建立された様々な建造物が所在する。今回は、

既に県指定となっている本殿に、①拝殿、②随身門、③国常立神社、④日本武神

社、⑤手水舎、⑥秩父宮台臨記念館の６棟を追加指定する。 

・この内、①～⑤については、近世期を通じて仏教（修験
しゅげん

道
どう

）系の施設として用い

られていた三峯神社の建造物が、明治の廃仏毀釈・神仏分離を経ても破却される

ことなく、手を加えることによって、神社建築として今日まで維持されている。

いずれも、流派的又は地方的特色が顕著であり、価値が高い。 

・⑥は昭和６年（1931）竣工の木造平屋建の寄棟造で、宮殿建築の性格を有する。

外部・内部ともに当時の姿をよく留めた非常に優れた近代和風建築であり、歴史

的価値が高い。 

①拝殿 

 

 

 

 

②随身門 

 

 

 

③国常立神社 

 

 

 

 

④日本武神社 ⑤手水舎 ⑥秩父宮台臨記念館 

 


